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医学博士

日本専門医機構認定整形外科専門医

日本骨粗鬆学会認定医

日整会運動器リハビリテーション医

日本スポーツ協会公認スポーツドクター

日整会ロコモアドバイスドクター

武智瑠美 H17年群馬大学卒 外来：火・水・金午前中

日本整形外科学会専門医

有田覚 2021年3月定年 現在は週1水曜の午前中のみ外来

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center

月・木は整形外科1診ですので急患対応等でご迷惑をかけることがあります．



2012年
日本骨粗鬆症学会よりOLS
（骨粗鬆症リエゾンサービス）を提唱

2014年
骨粗鬆症マネージャー認定制度発足

2015年
第1期骨粗鬆症マネージャー認定
骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン改訂発刊

2019年
日本版FLS（骨折リエゾンサービス）
クリニカルスタンダード提唱

2022年4月
骨粗鬆症マネージャー認定数 3450名

☆二次性骨折予防継続管理料算定開始

当院では骨粗鬆症対策に力を入れています

2011年11月 鈴木が骨代謝マーカーの測定開始
2012年3月 躯幹DXA導入

2014年12月 心血OLSプロジェクトチーム発足

2015年 5月 脆弱性骨折患者へのチームでの介入開始

2016年11月 ①心血地域連携DXA開始
2017年 4月 骨粗鬆症マネージャー 3名取得
2017年 8月 鈴木 骨粗鬆症認定医取得

（2022年10月現在 県内取得医師9名）
2018年 4月 骨粗鬆症マネージャー 9名取得

2019年 4月 心血骨粗鬆症サポート外来開設
（CT画像から圧迫骨折を抽出しカルテ介入）

2020年 4月 骨粗鬆症マネージャー 2名取得

2022年 4月 ②IOFよりFLSに関する国際評価で
心血FLSチーム 銀賞受賞

2022年 4月 管理料算定取得のための施設登録

2023年 4月 新たに5名の骨粗鬆症マネージャー誕生!?

《日本の骨粗鬆症関連の動向》 《心血骨粗鬆症対策の動向》

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center



・2015年以降、地域連携の会や登録医大会、症例検討会で私の講演機会が
あるたびにDXAの活用について地域の先生方にお話ししてきました．

・地域連携コンシェルジュと相談し、FAX用紙をDXA検査も可能なように変更．
近隣開業医の先生方に配布してもらいました．

・病院ホームページにも掲載しています．

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center

①心血地域連携DXA開始（2016年11月～）



骨密度検査（DXA 法）をお受けになる方へ 
 

群馬県立心臓血管センターでは、骨密度検査において DXA 法を用いています。 

骨粗鬆症は骨の強度が低下し、骨折の危険性が高くなる病気

です。一般に骨の強度は骨量あるいは骨密度が 70%、骨質が

30%影響すると言われています。したがって、骨の強度の重要

な要因である骨量を測定することで骨粗鬆症の診断や骨折危険

性の評価が可能となります。 

  現在、様々な骨量測定法があり、測定原理、測定部位、得ら

れる骨量の指標、測定精度、測定時間や被爆線量などの基本性

能が異なりますが、DXA 法が最も信頼の高い骨量測定法であ

り、骨粗鬆症診断基準(ガイドライン)でもDXA 法（デキサ法）

を用いて計測することが推奨されています。 

  

DXA 法はどの部位からでも骨量を測定できますが、骨粗鬆症の診断をするためには大腿骨近位部、

腰椎が良いとされています。測定の精度が高く、放射線の被爆量もわずかで胸部レントゲン１枚の 

1/5程度の被爆量ですみます。 

以下の方には、特に適した検査法です。 

□６５歳以上の女性、 

また危険因子(喫煙、飲酒、骨折の家族歴)を有する６５歳未満の閉経後から閉経周辺期の女性 

□７０歳以上の男性、また危険因子を有する５０歳以上７０歳未満の男性 

□これまでに転倒などの軽い衝撃により骨折を起こしたことのある方 

□骨粗鬆症をきたす病気(関節リウマチなど)にかかっている方やそれを引き起こす 

薬剤(ステロイド剤など)を投与されている方    

 

 MD法は両手をエックス線で撮影し、その後その写真を

コンピューターで分析し、骨の濃淡から骨密度を測定しま

す。この方法は、骨折リスクの予知がある程度可能という

ことと体幹部への X 線被爆がなく、X 線撮影自体は短時

間で済むので、多数例のスクリーニングに適しているなど

の利点があります。しかしながら、この検査では手の骨量

から脊椎などの骨量をある程度推測できるものの、微量な

骨量の増減を正確に測定することができません。 

 QUS法は超音波を利用した骨密度測定法で、足のかか

との部分を測定器にのせ、測定します。簡便で測定時間は

１分程度と短く、Ｘ線被爆の問題がないため設置場所や被

検者の制限が少ない点があげられますが、骨粗鬆症の診断

の正確さには欠けています。 

 

DXA法のおおよその料金は、1割負担で約 1,000円、2割で約2,000円、3割では約3,000円となります。

※検査料（大腿骨＋腰椎で保険点数 450点）、初診料、ご紹介をいただいた先生へのお返事となる診療情報提供 

料を含み、窓口でお支払いただく料金です。内容によっては異なる場合がありますので、ご了承ください。 

 

 

 

上の装置が動いて背骨や大腿骨などの大き

い骨から前腕骨のような小さい骨まで、骨の

骨量が測定できます。当院では腰椎と大腿骨

の世界基準に沿った測定を行っています。 

検査に来られなくなった場合は、あらかじめご連絡ください。 

      群馬県立心臓血管センター ☎027-269-7455      2016.10 月作成 

紹介先：群馬県立心臓血管センター 紹介元医療機関名

□放射線科 □骨密度（DXA法） 所     在     地
担当医師名 電   話  番   号

先生　 Ｆ Ａ Ｘ  番  号

医　　 師　　 名

※骨密度（DXA法）の予約は、火・木の14：00～15：00になります。

□ CT □ 頭部　□ 頚部　□ 胸部　□ 腹部　□ 骨盤

□ MRI □ 四肢　□ その他（

■ 造影希望の有無：□ 有   □ 無 クレアチニン（

□シンチグラム: □ 負荷心筋シンチ　　□ 安静時心筋シンチ

□ その他（ 　　□あり　　□なし

□ 骨密度（DXA法） 部位： □ 腰椎＋両大腿骨近位部　　　□　腰椎

□ 右大腿骨近位部 　□ 左大腿骨近位部 　服用中止説明について

 □ 済み  □ 必要なし

■ 検査結果媒体： □ CD-R　　　□ フィルム

傷病名

及び ・ヨード過敏症のある方

紹介目的 ・喘息のある方

・妊娠中の方

保 険 者 番 号 本人 公費負担者番号 割合負担

記号・番号 家族 受給者番号 　 １割/２割/３割

□ あり □ なし ※保険証のコピーでも可

フリガナ 性別

 明　・　大　・　昭　・　平

様 年 月 日（　　歳）

〒　　　－

専用ＦＡＸ番号：０２７－２６９－７２８６ 貴院控え

診療情報提供書≪MRI・CT・シンチグラム・骨密度（DXA法）≫
申込日：平成　　　年　　　月　　　日

【検査希望日】　□：いつでも可　□：早めに

■第１希望：　　　月　　　日（　　　）■第２希望：　　　月　　　日（　　　）■第３希望：　　　月　　　日（　　）

CT・MRIの造影検査を行う方

●腎臓機能の悪い方

●糖尿病の内服

●ビグアナイド系糖尿病薬の

（※骨密度の検査結果は紙媒体です）

心臓血管センター受診歴　　　

下記の方には施行できません

※造影検査がある場合は（腎機能に関する）血液検査データを添付してください

生年月日

患者氏名 　男　・　女　

住　　所
電話番号

部
位

FAX申込書自体にDXAの項目を追加し改訂版を作成・配布中

・現在は未曾有の超高齢社会．
・2040年までは高齢者人口は増加します．
・骨粗鬆症は早めの対策が必要です．

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center



心血地域連携DXA患者紹介状況

2016年11月開始から2022年6月までで

16病医院より延べ56名のご紹介

紹介先：群馬県立心臓血管センター 紹介元医療機関名

□放射線科 □骨密度（DXA法） 所     在     地
担当医師名 電   話  番   号

先生　 Ｆ Ａ Ｘ  番  号

医　　 師　　 名

※骨密度（DXA法）の予約は、火・木の14：00～15：00になります。

□ CT □ 頭部　□ 頚部　□ 胸部　□ 腹部　□ 骨盤

□ MRI □ 四肢　□ その他（

■ 造影希望の有無：□ 有   □ 無 クレアチニン（

□シンチグラム: □ 負荷心筋シンチ　　□ 安静時心筋シンチ

□ その他（ 　　□あり　　□なし

□ 骨密度（DXA法） 部位： □ 腰椎＋両大腿骨近位部　　　□　腰椎

□ 右大腿骨近位部 　□ 左大腿骨近位部 　服用中止説明について

 □ 済み  □ 必要なし

■ 検査結果媒体： □ CD-R　　　□ フィルム

傷病名

及び ・ヨード過敏症のある方

紹介目的 ・喘息のある方

・妊娠中の方

保 険 者 番 号 本人 公費負担者番号 割合負担

記号・番号 家族 受給者番号 　 １割/２割/３割

□ あり □ なし ※保険証のコピーでも可

フリガナ 性別

 明　・　大　・　昭　・　平

様 年 月 日（　　歳）

〒　　　－

専用ＦＡＸ番号：０２７－２６９－７２８６ 貴院控え

診療情報提供書≪MRI・CT・シンチグラム・骨密度（DXA法）≫
申込日：平成　　　年　　　月　　　日

【検査希望日】　□：いつでも可　□：早めに

■第１希望：　　　月　　　日（　　　）■第２希望：　　　月　　　日（　　　）■第３希望：　　　月　　　日（　　）

CT・MRIの造影検査を行う方

●腎臓機能の悪い方

●糖尿病の内服

●ビグアナイド系糖尿病薬の

（※骨密度の検査結果は紙媒体です）

心臓血管センター受診歴　　　

下記の方には施行できません

※造影検査がある場合は（腎機能に関する）血液検査データを添付してください

生年月日

患者氏名 　男　・　女　

住　　所
電話番号

部
位

コロナ流行のためペースが落ちましたが

DXA地域連携患者（2016年11月末開始）

患者No. 撮影日 年齢 性別 DXAの部位 腰椎 右大腿骨 左大腿骨 紹介元 返事 返書作成日

1 2016/11/28 76 F 腰椎＋大腿 51 59(59) 53(57) T内科小児科 済 2016/11/28

2 2017/2/16 74 F 腰椎＋大腿 83 75(78) 77(81) Y内科 済 2017/2/16

3 2017/4/11 76 F 腰椎＋大腿 94 65(72) 67(73) N内科 済 2017/4/11

4 2017/4/20 92 F 腰椎＋大腿 69 55(58) 61(60) N内科 済 2017/4/20

5 2017/5/18 67 F 腰椎＋大腿 80 78(83) 75(83) Y内科 済 2017/5/18

6 2017/6/8 88 F 腰椎＋大腿 101 60(75) 65(67) Y内科 済 2017/6/8

7 2017/6/23 84 M 腰椎＋大腿 153 94(91) 94(92) N内科 済 2017/6/23

8 2017/7/11 69 F 腰椎＋大腿 67 80(86) 84(84) N内科 済 2017/7/11

9 2017/7/18 69 F 腰椎＋大腿 96 75(81) 76(83) Y内科 済 2017/7/18

10 2017/7/25 75 F 腰椎＋大腿 89 83(96) 84(95) T内科・循環器内科クリニック 済 2017/7/25

11 2017/9/12 75 F 腰椎＋大腿 67 72(75) 69(78) Y内科 済 2017/9/12

12 2017/10/3 70 F 腰椎＋大腿 87 64(67) 71(70) T内科・循環器内科クリニック 済 2017/10/3

13 2017/10/17 72 F 腰椎＋大腿 99 77(82) 83(85) Y内科 済 2017/10/17

14 2017/11/21 72 F 腰椎＋大腿 86 81(87) 76(80) Y内科 済 2017/11/21

15 2017/12/7 55 F 腰椎＋大腿 113 97(107) 98(112) M病院 済 2017/12/7

16 2017/12/14 54 F 腰椎＋大腿 95 87(91) 89(92) M病院 済 2017/12/14

17 2017/12/19 65 F 腰椎＋大腿 68 69(69) 66(65) S医院 済 2017/12/19

18 2017/12/21 75 F 腰椎＋大腿 85 93(80) 84(72) K内科 済 2018/1/4

19 2018/2/20 65 F 腰椎＋大腿 109 102（94） 102（98） T胃腸科外科 済 2018/2/20

20 2018/3/22 70 F 腰椎＋大腿 71 63(68) 71(69) K内科 中間 2018/4/12

21 2018/4/19 56 F 腰椎＋大腿 103 86(95) 83(91) T内科・循環器内科クリニック 済 2018/4/19

22 2018/5/22 71 F 腰椎＋大腿 93 81（79） 73（78） N整形外科 済 2018/6/4

23 2018/6/5 68 F 腰椎＋大腿 80 78(84) 76(84) Y内科 済 2018/6/5

24 2018/7/3 70 F 腰椎＋大腿 71 84（80） 75（75） K内科 済 2018/7/17

25 2018/7/6 50 F 腰椎＋左股 92 なし 82（84） Mクリニック 済 2018/7/6

26 2018/8/21 64 F 腰椎＋大腿 77 82（80） 80（79） Mクリニック 済 2018/8/21

27 2018/8/28 70 F 腰椎＋大腿 98 76(82) 74(83) Y内科 済 2018/8/28

28 2018/9/18 75 F 腰椎＋大腿 77 66（67） 69（69） Y内科 済 2018/9/18

29 2018/9/27 74 F 腰椎＋大腿 68 69（69) 69（65) T内科小児科 済 2018/9/27

30 2018/11/8 62 F 腰椎＋大腿 74 69（78） 73（76） N内科 済 2018/11/29

31 2018/11/15 82 F 腰椎＋大腿 79 65（79） 65（76） T内科小児科 済 2018/11/29

32 2019/2/12 65 F 腰椎＋大腿 74 75（86） 76（86） T医院 済 2019/2/12

33 2019/3/5 59 F 腰椎＋大腿 79 71（73) 75(76) F内科クリニック 済 2019/3/19

34 2019/5/14 61 M 腰椎＋大腿 91 95（88） 95（85） Y内科 済 2019/5/14

35 2019/6/11 77 F 腰椎＋大腿 90 70（68) 67（67) Y内科 済 2019/6/28

36 2019/6/18 74 F 腰椎＋大腿 96 76（80) 81（84) Y内科 済 2019/6/18

37 2019/7/18 74 F 腰椎＋大腿 82 82（86) 79（79) Y内科 済 2019/7/18

38 2019/7/23 70 F 腰椎＋大腿 107 85（91) 84（88) F内科クリニック 済 2019/7/23

39 2019/7/30 54 M 腰椎＋大腿 108 73（80） 71（75） F整形外科 済 2019/9/9

40 2019/9/12 77 F 腰椎＋大腿 71 75（76） 72（80） Y内科 済 2019/9/12

41 2019/12/3 65 F 腰椎＋大腿 72 67（73） 72（77） U医院 済 2019/12/25

42 2019/12/10 78 F 腰椎＋大腿 92 77（83） 78（82） Y内科 済 2019/12/10

43 2020/1/21 70 F 腰椎＋大腿 80 76(85) 74(81) F内科クリニック 済 2020/2/21

44 2020/2/27 70 F 腰椎＋大腿 78 86(94) 83(95) N内科 済 2020/3/12

45 2020/9/10 78 F 腰椎＋大腿 67 77（76） 73（80） Y内科 済 2020/9/10

46 2020/10/20 70 F 腰椎＋大腿 101 73(82) 68(78) F内科クリニック 済 2020/11/2

47 2020/11/26 62 F 腰椎＋大腿 64 69（63） 65（63） M病院 済 2020/11/26

48 2021/3/4 70 F 腰椎＋大腿 91 89（102） 84（95） F内科クリニック 済 2021/3/4

49 2021/3/23 71 F 腰椎＋大腿 68 61（66） 63（61） F整形外科 済 2021/3/23

50
多くのご紹介お待ちしています．

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center



2022年4月から「二次性骨折予防継続管理料」として算定可能となりました

（令和４年度診療報酬改定の概要 個別改定事項Ⅴ （重症化予防、後発医薬品等使用推進、 療養・就労両立支援） 厚生労働省保険局医療課）

②IOFよりFLS（骨折リエゾンサービス）に関する国際評価
心血FLSチーム 銀賞受賞

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center



骨粗鬆症算定の枠組み（2022年4月から）

①大腿骨近位部骨折で入院・手術をした患者にガイドラインやFLSクリニカル
スタンダードを参考に骨粗鬆症評価と治療を開始

イ）算定 1000点 1回の入院につき1回限り

②イ）算定を取ってあり地域包括ケア病棟や回復期リハ病院に入院して骨粗鬆症の評価治療を継続

ロ）算定 750点 1回の入院につき1回限り

③イ）算定があり外来で継続して骨粗鬆症の計画的な評価及び治療を行った場合

ハ）算定 500点 月1回 上限1年

簡単に言うと多職種が連携し患者評価を行い骨粗鬆症治療が
開始できれば算定をつけますよという内容です．

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center



当院は以前から算定がつくであろうと予測して、2015年から患者介入を多職種連携で開始しています．
どうも時代を先取りしすぎた?感は否めませんが．

心血OLSプロジェクトメンバー

総数20名（2022年9月1日）

骨粗鬆症学会認定医 1名
骨粗鬆症マネージャー 8名

職種内訳
看護師：4名
薬剤師：2名
理学療法士：2名
作業療法士：1名
診療放射線技師：4名
管理栄養士：1名
臨床検査技師：1名
社会福祉士：2名
事務局：1名
医事課：1名
医師：1名

当センターのOLS・FLSメンバー（2014年12月結成 2015年5月患者介入開始）

心血OLSプロジェクトメンバー（2022.9.1現在）

役職 所属部署 名前
認定医

保有（国家・学会認定）資格・現役職等
骨マネ

リーダー 医療局 鈴木秀喜 ○
医学博士 整形外科部長
日本専門医機構認定整形外科専門医

サブ
リーダー

看護部

小林麻美 ○ 看護師 5南病棟

津久井利美 ○ 看護師 5南病棟

メンバー

小林さえ子 ○ 看護師 外来

閑野美佐江 ○ 健康指導局看護師

薬剤部
長井宏美 薬剤師 課長

砂川恵子 ！ 薬剤師

リハ課

生須義久 作業療法士 課長

鳥越和哉 ！ 理学療法士 主幹 心リハ指導士

平井克己 ！ 理学療法士

放射線課

横井敏之 ○ 診療放射線技師 第一課長

狩野めぐみ ○ 診療放射線技師

小椋太地 ○ 診療放射線技師

神宮正明 ！ 診療放射線技師

栄養調理課 中野由希子 ！ 管理栄養士

臨床検査課 櫻井美千代 ○ 臨床検査技師 第一課長

MSW
関口瑞穂 社会福祉士

新井聖美 社会福祉士

病院事務局 上野宏樹 医事課主任 診療情報管理士

医事課 瀧澤明子 事務リーダー

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center



心血FLSチームも結成8年 国際評価を受けてみました

国際骨粗鬆症財団(IOF)は、二次骨折予防のためにFLSなどの骨折後ケア調整
プログラム（PFC）の実施を促進するための世界的プログラムである
「Capture the Fracture®」を開発．

１）直近1年間分の自院のデータが登録に必要
２）13の質問項目に沿ってデータを入力
３）審査を待つ（数か月）→４）評価

自施設FLSの現状が把握できます．

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center

（IOF（国際骨粗鬆症財団）ホームページより）



当センターのFLSの取り組みが
IOF（国際骨粗鬆症財団）から「銀賞」評価を受けました

2022/4/1付け

（演者作成資料）

IOFは評価を依頼した施設がどのレベルでFLSが実践できているか
13項目の基準に照らし合わせて検討・評価し、レベルに応じて
金・銀・銅に認定します．

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center



13 25 14 5

当センターFLSチームは
2022年4月、

「銀賞」
を受賞しました．

（IOF（国際骨粗鬆症財団）ホームページより）

2022/10/8現在

このように当院の骨粗鬆症チームは国際評価をしっかりと
受けた専門的なチームで活動しています．

先生方の骨粗鬆症患者さんも安心してお任せいただけるかと思います．

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center

日本国内
認定施設



群馬県立心臓血管センターのOLS取り組み
「アステラス製薬メディカルネット」に掲載中

（アステラス製薬掲載許諾済み）

当センターのOLSに関する鈴木へのインタビュー記事が掲載されています．
医療従事者は無料登録のみで閲覧可能ですので是非ご覧になってみてください．

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center



2022/3/15発刊 1760円(税込)好評発売中
骨折リエゾンサービスについて詳しく知りたい方はぜひ

ライフサイエンス出版 OPJリエゾン 2022春号
当センターのOLSが巻頭Photo特集として10ページに渡り掲載されています．

（ライフサイエンス出版 掲載許諾済み）

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center



Take home message

・心血地域連携DXAでは先生方からの骨密度検査での紹介
（二次要精査含）をお待ちしております．地域連携DXA以外
でも骨粗鬆症患者さんの紹介をお待ちしています．

・前橋市は全国的に見て骨粗鬆症検診受診率は22.3％（2020
年度）と、全国平均5.2％と比較しても高いほうに入ります．
しかしR4年度から骨粗鬆症検診の費用が無料から500円かか
るようになりました．今後さらに検診受診率が減ってしまう
ことを危惧しております．

・先生方のご施設でも積極的に骨密度検査を促してください．
MD法やQUS法で低い場合は、ぜひ当院の躯幹DXAをご活用
いただければ幸いです．

The Orthopaedics Department, Gunma Prefectural Cardiovascular Center


